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工
事
着
工
へ

　
去
る
九
月
四
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ホ
テ
ル
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
で
、
本
会
の
白
川
良
純
理
事
長
と
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
ト
ラ
ス
ト
（
L
D
T
）
の
シ
ル
ワ
ー
ル
事
務
局

長
と
の
間
で
、
「
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
合
意
文
書
」
の
調

印
が
行
わ
れ
た
。

　
現
地
時
間
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
た
こ
の
調
印
式

に
は
、
国
連
技
術
顧
問
の
久
保
総
一
氏
が
立
ち
合
い

人
と
し
て
出
席
、
署
名
に
加
わ
っ
た
。

　
調
印
の
後
、
署
名
し
た
三
岡
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

行
い
、
こ
の
歴
史
的
な
調
印
式
は
終
了
し
た
。

　
引
き
つ
づ
い
て
七
時
三
〇
分
か
ら
、
同
ホ
テ
ル
で

記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
春
見
会
長
祝
辞
の
後
、

出
席
者
（
三
十
五
人
）
に
よ
る
な
ご
や
か
な
懇
談
が

つ
づ
い
た
。

　
こ
の
日
の
調
印
に
よ
り
、
一
九
八
一
年
に
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
た
、
本
会
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
は
、

マ
ヤ
堂
修
復
工
事
へ
の
着
工
と
い
う
形
で
、
い
よ
い

よ
具
体
的
な
動
き
を
、
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
会
と
し
て
は
、
こ
の
た
び
の
工
事
着
工
を
機
に
、

残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
勧
募
活
動
を
、
よ
り
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
と
な
ろ
う
。

　
〔
写
真
は
、
合
意
文
書
に
調
印
す
る
白
川
理
事
長
、

中
央
が
シ
ル
ワ
ー
ル
L
D
T
事
務
局
長
、
右
端
が
国

連
の
久
保
氏
〕
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　　IN　WITNESS　WHEREOF，　the　parties　hereto　have　caused　this　Agreement　to

be　duユy　executed　and　delivered　as　of　the　day　and　year　first　above　writte且by
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鍵」必

マ
ヤ
堂
修
復
事
業
合
意
文
書
の
署
名
（
原
文
）

写
真
は
ホ
テ
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
調
印
式
を
終
え
た

参
加
者
全
員
に
よ
る
記
念
撮
影
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1990年10月1日 全 へ
秘

1

当
日
の
マ
ヤ
堂
遠
景

除
幕
式
の
春
見
会
長

鯉嚢
アパ》

轍熱

。、顯緩
B◎oo辮
　　　　　　　　　　　　賦

諺

磁

調
印
式
の
翌
五
日
、

午
後
＋

時
か
ら
ル
ン
ビ

ニ

　
i

園
に

お
い
て
　、

マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
起
工
式
が
挙

言

入

が

熱

烈

歓

迎

己D己D己DoD己］D己
目［フく］［フ〔コワ〔コ［フ【コ〔フく］

己D〔コD己］D己］D己D己

1罷麟1開

己D己［コ己］D己　【コD己

O
q
己
口
d
噌

D
ワ
D
ワ
D
ワ

己
q
O
q
己
q

q
己
唱
O
q
己

ワ
D
ワ
D
ワ
D

礪
旺

一己DO
己］D〔コD己
　　口［フ【コ

口
己
口
己
q

ワ
D
ワ
D
ワ

ロ
の
口
白
q

己［〕己D〔：］D己D〔コD〔コ

【］ワq

己巳己

D
ワ
己
9己］D己D〔コ
qワ⊆］［フ〔こ］

〔コD
く］［フ

己D【コ
q［フ

己D　　ご］D

q
己
q
O
q
己
q
口
口
O
q
己

ワ
D
O
D
D
D
ワ
D
ワ
O
ワ
D

覇
旺
臨
鋤

く］［フ【コ［フロ［フく］［フqワq

己D己D【コD己D〔コDo
く］ワく］［フく］［フロ［フく］［フ〔コ

7

シ

記
念
植
樹
す
る
白
川
理
事
長

行
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
早
朝
、
カ
ト
マ
ン
ズ
を
二
機
の
専
用
機
で

出
発
し
た
一
行
（
六
十
人
制
は
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
バ

イ
ラ
ワ
空
港
へ
当
着
。
用
意
さ
れ
た
車
と
バ
ス
に
分

乗
し
て
ル
ン
ビ
ニ
ー
へ
向
か
っ
た
。

　
快
晴
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
は
、
す
で
に
約
千
人
の
関

係
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、
一
行
は
、
熱
烈
な
歓
迎
の

中
を
、
マ
ヤ
堂
へ
。

ζ
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ネ
パ
ー
ル
側
の
法
要

　
起
工
式
は
、
マ
ヤ
堂
修
復
工
事
の
内
容
を
明
記
し

た
掲
示
板
の
除
幕
で
開
始
さ
れ
た
。
除
幕
は
春
見
会

長
、
白
川
理
事
長
、
シ
ル
ワ
ー
ル
事
務
局
長
、
ネ
パ

ー
ル
政
府
の
サ
キ
や
公
命
ハ
事
業
・
交
通
大
臣
、
ラ
イ

マ
ジ
教
育
・
文
化
大
臣
の
五
人
で
と
り
行
わ
れ
た
。

　
つ
づ
く
法
要
は
、
最
初
に
春
見
会
長
の
御
導
師
で
、

日
本
か
ら
の
参
加
者
に
よ
り
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
。
ひ
き
つ
づ
き
、
ネ
パ
ー
ル
側
の
法
要
が
、
ス
マ

挨
拶
す
る
川
井
委
員
長

ン
ガ
ラ
・
ネ
パ
ー
ル
仏
教
会
事
務
局
長
の
御
導
師
で
、

執
行
さ
れ
た
。

　
法
要
終
了
後
、
関
係
者
に
よ
る
挨
拶
・
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。
最
初
に
、
シ
ル
ワ
ー
ル
事
務
局
長
が
歓

迎
の
辞
と
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
計
画
の
説
明
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
サ
キ
や
大
臣
、
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委

貝
長
、
ラ
イ
マ
ジ
大
臣
、
井
桁
ル
ン
ビ
ニ
ー
青
貝
と

つ
づ
い
た
。
。

千
人
置
人
で
う
ま
る
テ
ン
ト

　
昼
食
は
、
現
地
の
慣
例
に
従
い
、
起
工
式
の
参
加

者
全
員
へ
施
食
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
ル
ン
ビ
ニ
i
園
の
園
内
に
二
本
の
マ
ン

ゴ
の
木
が
、
春
見
会
長
と
白
川
理
事
長
の
手
で
記
念

植
樹
さ
れ
、
起
工
式
は
全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
ル
ン
ビ
ニ
i
園
全

体
の
視
察
が
行
わ
れ
、
午
後
二
時
、
一
行
は
専
用
機

で
再
び
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
向
か
っ
た
。
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九
月
五
日
午
後
七
時
か
ら
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ホ
テ
　
　
業
起
工
式
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
、
ル
ン
ビ
ニ
i
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
　
　
　
最
初
に
、
春
見
会
長
が
歓
迎
の
辞
を
述
べ
、

噛
朝
多

轟ヘヘ
ニ、噛君

唾　蒋

・　誉

鰯

㌦簾
‘驚．

甑黙ワ

・
旧
態
議

；響
蹄戸〆
蟹〉驕@仲
、＼

東
南
か
ら
見
た
マ
ヤ
堂
（
九
月
五
日
現
在
）

葦〃鞭刈劇

が甥
へ亭

つ
づ

い
て
、
ネ
パ
ー
ル
仏
教
会
を
代
表
し
て
ス
マ
ン
ガ
ラ

事
務
局
長
が
祝
辞
を
、
こ
の
た
び
の
訪
問
団
を
代
表

し
て
、
佐
藤
光
春
日
蓮
宗
宗
務
副
総
長
が
挨
拶
を
行

っ
た
。
白
川
理
事
長
が
乾
杯
を
発
声
し
、
パ
ー
テ
ィ

ー
が
ス
タ
ー
ト
。

　
マ
ヤ
堂
修
復
の
起
工
を
祝
う
こ
の
会
へ
は
、
ネ
パ

　
嬉
寛
づ
ボ
．
、
署
べ

』
鱗
欝
迩
ぎ
諏
．
．
．

岬野　　》

ト響　　　語　う
く　　　　　セう

ズ壕

撚　q　　深み＿

　　ボ鳶

職鐸

塾蓼

糠
　導齢
～　辞
　　、ぺ　．

北
側
か
ら
見
た
マ
ヤ
堂
（
九
月
五
日
現
在
）
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ー
ル
政
府
も
強
い
関
心
を
寄
せ
、
サ
キ
ヤ
、
ラ
イ
マ

ジ
の
両
大
臣
の
他
、
シ
ュ
レ
ス
タ
厚
生
大
臣
、
カ
ナ

ル
農
林
大
臣
、
プ
ラ
ダ
ン
商
工
業
大
臣
、
ニ
デ
ィ
一

般
行
政
大
臣
、
ウ
パ
デ
ィ
ア
内
務
・
通
信
大
臣
と
い

う
、
七
人
の
現
職
閣
僚
が
出
席
し
た
。

　
ま
た
、
在
ネ
パ
ー
ル
イ
ン
ド
大
使
、
日
本
大
使
館

及
び
在
ネ
パ
ー
ル
日
本
人
会
の
関
係
者
等
、
二
百
人

を
超
え
る
出
席
簿
で
、

た
。

会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
氏
訪
問

　
九
月
六
日
の
朝
、
訪
問
団
の
一
行
は
、
在
ネ
パ
ー

ル
日
本
大
使
館
へ
有
地
大
使
を
表
敬
訪
問
し
、
こ
の

た
び
の
調
印
、
起
工
式
の
概
要
を
報
告
し
た
。

　
つ
づ
い
て
午
前
十
時
に
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト

ラ
ス
ト
委
員
長
の
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下
を
王
宮
近
く

の
私
邸
へ
訪
問
し
た
。
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
委
員
長
か
ら

は
、
一
行
を
歓
迎
す
る
言
葉
と
共
に
、
日
本
の
復
興

事
業
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
た
い
と
い
う
意

向
が
表
明
さ
れ
、
友
好
的
な
懇
談
が
つ
づ
い
た
。

ま
も
な
く
除
去
さ
れ
る
菩
薩
樹
の
根
（
上
段
）

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下
と
懇
談
す
る
春
見
会
長
（
下
段
）

一7一
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サ
ン
や
会
長
と
懇
談

　
こ
の
た
び
の
ネ
パ
ー
ル
訪
問
団
一
行
は
、
九
月
四

日
カ
ト
マ
ン
ズ
を
訪
れ
る
前
に
、
バ
ン
コ
ク
で
W
F

B
会
長
の
サ
ン
や
氏
を
表
敬
訪
問
し
懇
談
す
る
と
共

に
、
去
る
七
月
に
亡
く
な
っ
た
プ
ー
ン
前
W
F
B
会

長
へ
の
弔
意
を
伝
え
た
。

　
〔
写
真
は
、
タ
イ
王
宮
で
一
行
を
迎
え
た
サ
ン
や

一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
日
発
行

　
　
　
　
一
〇
月
号
　
第
三
六
二
号

氏
に
対
し
、
プ
ー
ン
前
会
長
へ
の
弔
意
を
述
べ
る
野

口
善
雄
理
事
〕

　
　
〈
ネ
パ
ー
ル
訪
問
団
団
員
一
覧
〉

稲園上平人松佐野井馬木八白春
葉村坂出見山藤口二二越井川見
ダ
ン
・
フ
ァ
ー
バ
i

川
島
久
米
原
恒
久

神西木斎剛
代岡内藤山

O
本
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
写
真
は
、

文
勝
（
本
会
会
長
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
）

良
純
（
本
会
理
事
長
）

匡
俊
（
ル
ン
ビ
ニ
：
委
貝
会
委
員
長
）

樹
　
　
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
副
委
貝
長
）

宗
信
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
）

雄
弘
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
）

善
雄
（
本
会
理
事
）

光
春
（
日
蓮
宗
宗
務
副
総
長
）

英
照
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

宗
忠
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

倫
弘
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

悟
　
（
考
古
学
者
）

維
敏
（
考
古
学
者
）

智
彦
（
共
同
通
信
社
記
者
）

　
　
　
　
　
（
写
真
家
）

宏
之
（
本
会
総
務
部
長
）

　
　
（
本
会
国
際
文
化
部
長
）

浩
義
（
本
会
財
務
部
長
）

明
聖
（
本
会
同
和
推
進
部
長
）

隆
志
（
本
会
国
際
文
化
部
次
長
）

知
圓
（
本
会
総
務
部
次
長
）

紹
文
（
本
会
財
務
部
次
長
）

〈
お
こ
と
わ
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ

人
写
真
家
、
ダ
ン
・
フ
ァ
ー
バ
i
氏
撮
影
に
よ
る
も

の
で
す
。

O
本
号
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
特
集
号
と
い
た
し
ま
し
た

関
係
で
、
広
告
は
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
寿
　
亮
　
　
（
元
受
仏
常
務
理
事
）

八
月
十
五
日
、
七
十
五
歳
で
遷
化

元
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

水
本
日
穏

九
月
一
日
、
七
十
三
歳
で
遷
化

法
華
宗
陣
門
流
管
長

小
峰
　
順
誉
（
元
口
仏
副
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